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研究（実用化）開発のポイント・先進性

実施期間
▼

2019年度～2021年度

実用化開発場所
▼
楢葉町

ウツエバルブサービス株式会社　〒979-0202　福島県双葉郡楢葉町山田岡字大堤入 49-1　☎ 0240-25-8386（担当 : 浜通事業所　渡邉剛弘）watanabe.takehiro@utevs.co.jp

ウツエバルブサービス株式会社
代表取締役　小倉信治

　広域な散在現場従事者の
健康把握が困難化する中で、

生体モニタ装着による一括集中管理と
AI 支援型健康管理システムの併用によ
り、熱中症やストレス等の体調不良従事
者をより早くより正確に予見し、迅速な
初期対応でこれからも浜通り復興・再生
事業の安全化に取り組みます。

　本年度は、実用化開発の基礎となる
デバイスやサーバ、ソフトウェア等の開
発を行い、弊社警備業務での実証試験
により、200人日以上の実証データを
取得しました。この実証データに関し
ては、福島県立医科大学と連携し、医
学的見地からの評価を実施していると
ころです。次年度以降も引き続き、開
発と検証を行いつつ、随時必要な改良
を加え、本システムの最終完成を目指
します。

　管理者と外業者の負担軽減、熱中症
やストレス過大蓄積の予見に繋がるシ
ステムです。高齢者社会での人材活用、
今後普及が見込まれる新たな労働安全
衛生国際規格（ISO45001）対応のた
めの有益な支援ツールとなります。そ
のため、労働安全衛生向上を目的とす
る勤労者医療分野（特に予防分野）に
おいては、大きな波及効果が期待でき
るものと考えております。

　外業者の生体情報をリアルタイムで取得可能な生体情報
センサを用い、作業現場等から遠く離れた管理事務所等に
おいても、外業者の心身両面での健康状況と、勤怠を始め
とする職務従事状況とを、管理者が随時モニタリングしな
がら、集中管理することが可能となる統合型の健康管理シ
ステムを開発するものです。
　実用化開発においては、生体情報の取得と解析の基盤と
なるデバイスやソフトウェアの仕様と構成の最適化、また、
健康状況を最も適確に把捉できる生体情報とは何か、そし
て、それを如何にして確実に取得するか等が、乗り越えら
れるべき大きな課題となります。そのため、センサやソフ
トウェアに関して豊富な知識と経験を持つ専門企業との密

接な協働を行いながら、センサ・ソフトウェア・サーバ等
の研究開発を進めます。
　本システムは、生体情報の複合的な解析により、熱中症
の予知や心拍ゆらぎによる自律神経バランスの評価など、
外業者の心身両面での健康状況を迅速かつ適確に把捉しよ
うとするものです。本システムが実用化されることで、管
理者側と外業者側の双方にとって業務負担の軽減に繋がり、
これを用いる企業等においては管理コストの低減に結び付
けることができます。そして、外業者の従事状況と心身両
面の健康状況とをリアルタイムに統合管理することにより、
従来以上に高度な労働安全衛生環境が実現された、より良
い職場、現場を数多く具体化できるものと考えています。

　本年度は、システムの設計試作、実証試験によるデータ取
得（200超）を行いました。次年度は、システム改良と実証
試験を継続し、令和3年度のシステム完成を目指します。そ
の後、地元自治体・企業を視野に入れた事業展開を行い、更
には管理センターを中核とした全国展開を目指します。

　高齢化が進む中、シニア世代の活躍と、より良い職場環
境の実現が期待されています。これは、復興途上の本県、
弊社の基幹業務（建設・警備）でも喫緊かつ重要な課題です。
弊社は、この問題意識のもと、心身両面の健康リスクに配
慮した統合型健康管理システムの開発に着手しました。

2019年度開始

遠隔の作業現場等で働く勤労者（= 外業者）の職務従事状況と、心身両面での健康状況
とを、管理者がリアルタイムで把握可能となる AI 支援型健康管理システムを開発します。
労働安全衛生管理の高度化と効率化を両立し、熱中症やストレスなど心身両面の健康状
況を管理し、新たな国際規格（ISO45001）にも対応したシステムを目指します。

生体情報モニタを利用した外業健康管理シス
テムを使い、心と体に優しい現場を増やします。

生体情報モニタを利用した外業健康管理システムの開発

ウツエバルブサービス株式会社
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事業者の連絡先

研究（実用化）開発のポイント・先進性

株式会社スター精機　福島県相馬市石上字南蛯沢390　☎0244-36-2411（担当：常務取締役　星智憲）Mail：t.hoshi@starseiki.jp

株式会社スター精機
常務取締役　星　智憲

　我々は、福島イノベーショ
ンコースト構想の重点分野

の一つである「住民の健康確保に繋がる
医療機器」の開発を 3社の技術力を合
わせていくことで福島県産の超解像度セ
ンサヘッドを実用化し、相馬市に核医療
機器の一団生産拠点を形成します。そし
て、福島県の健康増進、安心安全の提供
に貢献します。

　コリメータ開発に関しては、純タン
グステン材でΦ0.5㎜以下の穴あけ加工
を達成しましたが、加工が複数工程に
分かれている為、Keeledge 形状にて
軸ズレに対する課題を試作対応中。シ
ンチレータ結晶開発に関しては、育成
装置を導入し、φ1インチMo共添加
Ce:GAGG仕込み組成の最適化を行い、
ルツボフリーのCe:GAGG育成技術およ
び装置開発に関しては、当初の計画通
りφ1インチのCe:GAGG溶融体を得る
ことに成功しました。

　3社共同で相馬に工場を建設すること
で、技術の集約、製造の効率化を行い、
センサヘッド用のコリメータ製造、結晶
製造、結晶作製装置製造、シンチレータ
アレイの製造等、一貫した製造体制を構
築し、国内外の医療機器メーカーへの販
売を進めていきます。このセンサヘッド
の製造拠点が出来上がれば、各種周辺
産業が生み出されると考えられ、相馬市
を含む浜通り地域に先端核医療機器の
一大拠点が構築されるという波及効果も
期待できます。

■ 　 板厚 2mmの超難加工タングステンプレートに穴径
0.4mm程度、開口角30°の穴あけ加工技術を開発する。

■　 CZ法により２インチ径Mo添加Ce:GAGGの育成技術を開発する。
■　 高価なルツボが不要な結晶製造装置を開発し、2インチ
程度のシンチレータ結晶体を育成する。

■　 売上は、2024年で 82億 8000万円、新規雇用者数82人を見込む。

　スター精機社が有する①超難加工タングステンコリ
メータの精密穴あけ加工技術、C&A社が有する②高性能
Ce:GAGGシンチレータとその結晶製造技術、さらにEXA
社が有する③ Ir ルツボを用いない、革新的低コスト結晶
製造装置といった要素技術を垂直統合することで、従来の
SPECT装置のブレークスルーを実現し、かつコストメリッ
トの高い、超高解像度、高エネルギー分解能センサヘッドを
開発・実用化します。SPECT装置の分解能向上により、が
んの早期発見によるQOL向上が図れ、さらには創薬・前臨
床用に使用することで、がん治療薬の創成、治療反応の詳
細モニタリングが可能になります。

　SPECT装置は、体内に注入した放射性核種から放出される
ガンマ線をセンサヘッドで撮像することで、がんの早期発見に
有効で、創薬・前臨床分野でも活用されています。本事業では、
コリメータの微細穴加工技術開発およびシンチレータ結晶性能
向上・低コスト化を図り、病理の早期発見を可能とする超高分
解能センサヘッドの開発を行います。

2018年度開始

実施期間
▼

2018年度～2020年度

実用化開発場所
▼
相馬市

スター精機社が有する①超難加工タングステンコリメータの精密穴あけ加工技術、C&A
社が有する②高性能 Ce:GAGG シンチレータとその結晶製造技術、EXA 社が有する③ Ir
ルツボを用いない、革新的低コスト結晶製造装置といった要素技術を垂直統合することで、
医療・創薬用 SPECT 装置を革新する超高解像度センサヘッドを実用化開発します。

三社の合弁会社を設立（相馬市内）し、先端核
医療機器の一大生産拠点の形成を目指します。

医療・創薬用 SPECT 装置を革新する超高解像度センサヘッドの
実用化開発

株式会社スター精機  　　 株式会社C&A、株式会社EXA
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